
特集　命を救う　地域の声～悲痛な児童虐待を防ぐ～

子
ど
も
に
と
っ
て
苦
痛
な
ら
、虐
待
で
す

Next..

児童虐待を
防ぐ
声かけと
見守りの力

　

虐
待
通
告
の
経
路
を
見
る
と
、平
成

26
年
度
は
警
察
か
ら
の
通
告
が
、件
数
・

割
合
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

　

通
告
の
経
路
で
２
番
目
に

　

多
い「
近
隣
・
知
人
」

　

平
成
26
年
度
、埼
玉
県
内
の
児
童
相

談
所
で
受
け
た
虐
待
通
告
受
付
件
数
は

７
０
２
８
件
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。近
年
、

通
告
受
付
件
数
は
増
え
続
け
、５
年
前

の
平
成
21
年
度
と
比
べ
る
と
、そ
の
数

は
約
２
・
６
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表

１
）全
国
的
に
も
増
加
傾
向
で
す
。

　

鳩
山
町
で
は
深
刻
な
事
案
は
少
な
い

で
す
が
、こ
こ
数
年
、10
数
件
の
通
告
が

役
場
健
康
福
祉
課
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
と
は
、保
護
者（
親
や

親
に
代
わ
る
養
育
者
）が
、子
ど
も
の
心

身
を
傷
つ
け
、健
や
か
な
成
長
・
発
達

を
損
な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、左
記
の
よ
う
な
４
つ
の
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
者
の
言
い
訳
と
し
て
多
い
の

が
、「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
」と
い

　

親
が
わ
が
子
を
虐
待
し
て
し
ま
う
背

景
に
は
、子
育
て
の
負
担
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
が
影
響
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

核
家
族
化
に
よ
り
、祖
父
母
が
そ
ば

に
い
な
い
、地
域
で
の
近
所
付
き
合
い

が
希
薄
、配
偶
者
が
育
児
に
関
わ
れ
な

い
な
ど
、悩
み
を
抱
え
た
親
が
孤
立
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、親
自
身
が
子
ど
も
時
代
に
虐

　

保
護
者
が「
虐
待
者
」に
な
り
、尊
い

命
を
奪
っ
て
し
ま
う
前
に
、地
域
で
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、保
護

者
が
悩
み
や
不
安
を
誰
か
に
相
談
し
た

り
、た
ま
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、万
が
一
虐
待
が
行
わ
れ
て
い

そ
う
な
場
面
に
気
づ
い
た
ら
、迷
わ
ず

通
告
す
る
勇
気
も
求
め
ら
れ
ま
す
。子

ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、周
囲
の
大
人
た
ち
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、児
童
虐
待
を
防

ぐ
た
め
に
、地
域
に
住
む
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

待
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
こ
と
な
ど
も

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
、本
来
楽

し
い
こ
と
で
す
。し
か
し
、相
談
で
き
な

い
苦
し
さ
、助
け
の
な
い
生
活
か
ら
、感

情
が
爆
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

う
も
の
で
す
。初
め
は
そ
の
つ
も
り
で

も
、次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
虐
待

に
発
展
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、保
護
者
自
身
が
感
情
的
に
な

り
、子
ど
も
に
手
を
挙
げ
て
し
ま
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」で
は
、虐
待
と
し
つ
け
の
違
い
は

「
子
ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て
」と
い
う
親

の
意
図
と
は
関
係
な
く
、「
子
ど
も
に

と
っ
て
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
か
」と
い

う
視
点
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

増
え
続
け
る
通
告
件
数

　

虐
待
の「
境
界
線
」

　

育
児
ス
ト
レ
ス
等
の

　

影
響
で
起
こ
る
虐
待

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

　

守
る
の
は
大
人
の
責
任

全
体
の
48
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

以
下
、「
近
隣
・
知
人
」が
19
・
１
％
、

「
家
族
・
親
戚
」が
９
・
２
％
、「
福
祉
事

務
所
」が
６
・
８
％
、「
学
校
」が
５
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
者
の
約
５
割
が
実
母

　

被
害
者
の
４
割
が
乳
幼
児

　

主
な
虐
待
者
は
実
母
が
最
も
多
く

48
％
、次
い
で
実
父
の
38
・
６
％
と
、実

父
母
が
全
体
の
86
・
６
％
を
占
め
て
い

ま
す
。（
表
２
）

　

ま
た
、虐
待
を
受
け
た
児
童
の
年
齢

は
、43
・
７
％
が
０
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
、34
・
７
％
が
小
学
生
で
、小
学
生
ま

で
の
小
さ
な
子
ど
も
で
約
８
割
が
占
め

ら
れ
て
い
ま
す（
表
３
）。

急増する

その実態
児童虐待

命を救う  地域の声
特集

～悲痛な児童虐待を防ぐ～

　県内でも、児童虐待により尊い小さな命が失われ
るという痛ましい事件が起きました。児童虐待の多
くは、「家庭」という閉鎖的な空間で起こりがちです。
　「周りの人が気づいていれば ･･･」。凄惨な事件の
あとには、少なからずそういった声があがります。私
たちは、そのサインに気づき、最悪の事態を防ぐこと
はできないのでしょうか。
　今月号では、尊い命を守るために、私たちが地域で
できることについて考えます。

 

  

表１：県内の虐待通告受付件数の推移 

H20  H21  H22  H23  H24  H25  H26 

7,028 

2,665 

4,504 

2,657 
3,449 

4,769 

5,358 

実母
48.0％

0 ～ 3 未満
19.2％

3 ～就学前
24.5％

小学生
34.7％

中学生
14.3％

実父
38.6％

その他 6.5％
実父以外の父親 6.2％
実母以外の母親 0.7％

高校生他 7.3％

表２：主な虐待者（平成 26 年度）

表３：被虐待児の年齢（平成 26 年度）

出典：いずれも、「平成 26 年度における県内児童相談所の児童虐待通告の状況」（埼玉県発表）より

それは、「しつけ」ではありません

児童虐待の４タイプ
心理的虐待

身体的虐待

ネグレクト（保護の怠慢・拒否）

性的虐待

子どもへの著しい暴言や拒絶、配偶者への
暴力など、心理的外傷を与えること。

▼子どもの心を傷づける言葉を言う、他の
兄妹と差別する、面前で DV を行う など

子どもの身体に対して生命や健康に危険の
あるような暴力をふるうこと。

▼首を絞める、殴る、蹴る、投げ落とす、熱湯
をかける、縄などで拘束する、体を激しく揺
さぶる など

子どもの健康・安全への配慮、衣食住の世
話、医療的・情緒的ケアなど、必要な保護、
養育を行わないこと。

▼食事を与えない、乳幼児を放置して出か
ける、重病になっても病院に連れていかな
い など

子どもに性的行為を行ったり、わいせつな
行為を強要すること。

▼性交や性行為を強要する、性器や性交を
見せる、ポルノの被写体にする など
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声
か
け
の
力

「

見
守
り
は
と
ネ
ッ
ト
」

「
鳩
山
町
児
童
虐
待
を

 

考
え
る
講
演
会
」に
見
る

家
族
全
体
を
複
合
的
に
ケ
ア

悲しい

守りたい、子どもの笑顔

防ぐには

児童虐待
２月５日、鳩山町役場で行われた「鳩山
町児童虐待を考える講演会」。講師の北
條直子氏（東松山市家庭児童相談員）に
は、元幼稚園園長の経験と、現在の仕事
を踏まえた話をしていただきました。
講演会には、町内での児童虐待の予防、
要保護児童等の早期発見や適切な支援
を目的に活動する「鳩山町要保護児童対
策地域協議会」の構成団体の代表者や町
民など、50 人を超える関係者が参加。
虐待を防ぐためにできることを皆で考
えました。

　

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
、ま
ず
、現
在
の
若
い
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
の「
子
育
て
力
」を
理
解
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。子
育
て
に
対
す

る「
自
信
の
な
さ
」や「
ど
う
し
て
い
い

か
分
か
ら
な
い
」と
い
う
不
安
や
不
満
。

そ
の
彼
ら
な
り
の
苦
労
を
理
解
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、常
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

若
い
保
護
者
に
、地
域
全
体
で
継
続
的

な「
声
か
け
」を
す
る
こ
と
が
、児
童
虐

待
を
防
ぐ
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
」「
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
る
よ
」と
、ほ
め
た
り
、認

め
た
り
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
子
育
て

の
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
。そ

の
こ
と
が
、保
護
者
の
育
児
ス
ト
レ
ス

を
和
ら
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
を
理
解
し

　

一
緒
に
そ
の
先
を
考
え
る

　

２
月
５
日
、「
子
育
て
を
支
援
・
見

守
る
地
域
の
役
割
と
課
題
」と
題
し
た

「
鳩
山
町
児
童
虐
待
を
考
え
る
講
演
会
」

が
鳩
山
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。講

演
内
容
に
は
、児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め

に
地
域
で
で
き
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
「
虐
待
？
」と
感
じ
た
ら

　

迷
わ
ず
役
場
へ
通
告
を

　

も
し
も
、「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
場
面
に
出
会
っ
て
も
、「
間
違
い

だ
っ
た
ら
大
変
だ
」「
連
絡
し
た
自
分

の
立
場
が
心
配
」と
、通
告
を
た
め
ら
う

人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、間

違
い
で
あ
っ
て
も
、通
告
者
が
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、通
告
者

の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
、虐
待
の
可
能
性
を
放

置
す
る
こ
と
で
、悲
劇
が
生
ま
れ
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。迷
わ
ず
、ま
ず
は

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児童虐待を防ぐには、早期発見が重要と
なります。そして、早期発見には、地域

にさまざまな「目」が必要となります。
　町では、児童虐待は家庭内に複数の問題

（経済的不安、養育不安、親の介護、心身の障
がい等）があり発生していると考えます。こ
のため、鳩山町地域見守り支援ネットワー
ク（愛称「見守りはとネット」）を設置し、高
齢者や障がい者、子どもたちが地域で安心
して暮らし続けられるよう、地域全体で見
守り活動を行っています。（連絡実績は表
を参照）
　「見守りはとネット」では、警察署や消防

署などの関係機関、事業者やボランティア団
体など、現在 47 の団体が構成・協力団体と
なっています。１月 20 日には、鳩山町役場で

「鳩山町地域見守り支援ネットワークに関す
る覚書 締結式」が行われ、宅配サービス事業
などを行う「生活共同組合コープみらい」と新
たに協定を結び、同ネットワークの協力団体
が増えました。
　町では、今後もこうした地域での見守りの
目を増やし、事件や事故の芽を摘む体制づく
りを進めていきます。皆さんも、日常生活や仕
事の中で、「ちょっと気になる」ことがありま
したら、左記までご連絡ください。

覚
書
を
手
に
す
る
境
由
華
理
事（
写

真
左
）と
小
峰
孝
雄
町
長

▲「鳩山町児童虐待を考える講演会」での、北條 直子
氏（写真）の言葉を一部抜粋・要約したものです。

※ 障がいのある方などに関することは、役場健康福祉課まで。高齢者の方に関することは、町地域包括支援センター
（☎ 296－7700、FAX 298－0077）まで。

平成 26 年度 見守りはとネットの連絡実績最近、あの子の様子がおかしい ...その他の窓口

「子どもスマイルネット」
子育ての悩みや、子供の
人権侵害などの相談窓口
☎ 048－822－7007
（毎日　午前 10 時 30 分～
午後６時　※祝日、年末年
始を除く） 

「休日夜間児童虐待通報
ダイヤル」
☎ 048－779－1154
（平日：午後６時 15 分～翌
日午前８時 30 分、 土日祝
日：24 時間対応）

「児童相談所全国共通
ダイヤル」
☎ 189（いちはやく）
（365 日、24 時 間 受 付。お
近くの児童相談所へつなが
ります）

こんなときは

あなたの「ちょっと気になる」の声が
尊い命を救うかもしれません

連絡内容 小計 合計

子ども関連 37

128
高齢者関連 33

障がい者関連 44

その他（※） 14
※不審者、近隣ト
ラブルなど

親に子に必要な「心のエネルギー」を
地域で増やそう

　子育てに不慣れな親が増え、「家庭教育力」が低下
しています。また、「私、がんばっているのに、どうし
て○○してくれないの」と、子どもを、時に自分を責
める親など、一歩間違えば「虐待」になってしまう可
能性のある親がいます。
　若い親御さんに、地域の皆さんがぜひ声をかけて
ください。初めは嫌がられても、根気よく続けること

です。最終的に、「子育てがんばって
いるね」「○○ちゃん、元気？」など
と声かけができるようになればベス
トです。鳩山町はそれができる、ちょ
うどよい人口規模なのです。

　もし、相談を受けたら、「指導」
ではなく「一緒に考える」こと。
そして異変を感じたら、迷わず

「通告」してください。それが子
どもの未来を守ることになるか
もしれないのです。

◆ 日常的にどなり声や子どもの悲
鳴、大きな物音、泣く声が聞こえ
る。

◆ 性的なことで過度に反応した
り、不安を示したりする。

◆ 季節にそぐわない服装や汚い衣

服を着ていたり、不潔、異臭を感
じる。

◆ 夜遅くまで外で遊んでおり、家
に帰りたがらない。

◆ 傷や家族のことに関して、不自
然な答えが多い。　　　　など

連絡先
役場健康福祉課　☎ 296－1241、FAX 296－3390
川越児童相談所　☎ 223－4152、FAX 224－5056

※ 夜間、休日の場合は町役場☎ 296-1211（代表）へご連絡ください。警備員が取り次
ぎし、関係課からご連絡いたします。ただし、緊急時は、警察などへご連絡をお願い
します。
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